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読書の秋！　～しろつめ草の会　読み聞かせ～

　学校通信「かわら版」は、紙での配付を廃止し、保護者連絡サービス「tetoru」（無料）による配信といた

します。今後、順次、学校や学年からのたよりも、配信に切り替えていきます。昨今、物価が高騰しておりま

すが、学校の教材や消耗品も例外ではありません。経費を削減し、必要な物を購入できるよう努めてまいりま

す。登録がお済みでない方は９月中の登録のご協力をお願いします。

　９月１８日（水）４校時に１年生を対象とした「しろつめ草の会」の皆様による読み聞かせが行われまし

た。子供たちは絵本や拡大図書をじっと見つめ、お話に聞き入っていました。真剣に、そして、楽しそうにお

話を聞いている顔はとても「いい顔」をしていました。次回も今から楽しみです。

　先日、２０２３年度の国語世論調査の結果が発表され、１ヶ月に読む本の数について、「読まない」との回

答が、６２．６％と半数を超え、過去最多となったと報告がありました。前回調査から１５．３％増えたそう

です。少し、残念な気持ちがしました。

　読書の効果やよさには、以下のようなものがあります。

①語彙力や読解力がつく（表現力が豊かになり、学力やコミュニケーション能力が向上する）

②論理的思考力が身に付く（起承転結の構成で書かれており、順序立てて物事を考える力が身に付く）

③集中力がきたえられる（落ち着いて静かに過ごせるようになる）

④いろいろな知識が得られる（今まで知らなかったことを知ることができる）

⑤想像力が豊かになる（人の気持ちを想像できる）

⑥リラックス効果がある（ストレス解消になる）

　複数の調査会社によると、読書量が将来の年収や成績に比例するという調査結果も出ています。

　読書習慣がつくヒントを紹介します。

①身近に本を置く　②年齢にあった本を選ぶ　③大人も本を読む　④マンガや絵本でもOK

　暑い日が続いていますが、「暑さ寒さも彼岸まで」といいます。もうすぐ秋本番。読書の秋を過ごしてほし

いと思います。

文書の「te to ru」配信について

よく考える子

思いやりのある子

たくましい子

いい顔 いい声 いい心


